
 

 

 

 

 
 

 

 

 ２月から募集していた震災の記録・記憶シートは、おかげさまで 17名の方からから貴重な経験談をお寄せ

いただきました。その他にも震災後の写真なども数点届いております。 

 お寄せいただいた資料は、厳美地域の活性化に向けた取り組みとして、山谷分館の利活用や震災学習などに

役立てていきたいと考えております。 

 貴重な経験や資料をお寄せいただき、誠にありがとうございました。 

 なお、今後も引き続き、岩手宮城内陸地震記録・記憶シートや写真などを募集しておりますので、よろしく

お願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 昨年度から始まった、県立一関工業高等学校土木科による「技術・知識を地域につなげるプロジェクト」

は、今年度も引き続き厳美地域で活動していただくことになりました。 

 昨年度は「ポラーノ」のベンチテーブルの修理や手作りベンチの設置、PR 動画の

作成などを手掛けていただきましたが、今年度は震源地踏査など岩手宮城内陸地震

について、土木科の技術・知識を用いて活動していただく予定です。 

 今年度は３人の工業生が厳美地域で活動しますので、見かけた際はお気軽に 

お声掛けください。 
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～ありがとうございました～ 

岩手宮城内陸地震記録・記憶シート 

一関工業高校「技術・知識を地域 

につなげるプロジェクト」始動 



 

 

 

 

 

・厳し美しの里協議会総会を開催しました 
５月 11日に開催された総会では、令和２年度の事業報告、決算報告並びに、令和３年度の収支予算、事業

計画について、承認をいただきました。 

今年度は、令和４年度の指定管理に向けた取り組みが始まります。地域の皆さんにご協力をお願いすること

になりますので、よろしくお願いいたします。 

今後は第２回役員会で役員の選出が行われます。 

 次号で、令和３年度の収支予算、事業計画、役員についてご報告いたします。 

 

・第 16 回むかさり行列開催について 
昨年度はコロナウイルス感染症拡大防止のため中止した「むかさり行列」でしたが、今年度はワクチン接種

も開始されていることから、感染予防の徹底、内容の一部変更などの対策を行うことを前提に、開催の方向で

検討していく予定です。 

 なお、開催する場合は 10月下旬を予定しております。 

  

・レク用品の貸し出しを行っています 
 厳し美しの里協議会では「スカットボール」「ターゲットゲーム」「手のひら健康バレー」などのレク用品の

貸し出しを行っています。昨年度は新しく「シャフルボード」も導入しております。 

 この他にも多数レク用品を取り揃えておりますので、サロンや行事などにご活用ください。 

貸し出し方法など詳しくは、厳し美しの里協議会（厳美市民センター内）までご連絡ください。 

 

・ご存じですか、一関オンデマンド交通  
４月１日より「一関オンデマンド交通」が運行されているのはご存じですか？ 

市内 44カ所の内、厳美地域では「厳美市民センター」をはじめ「厳美郵便局前」「骨寺村荘園交流館」など

27カ所の乗降場所が設置されています。 

ご利用方法は、利用当日に電話かWEB（ウエブ）で乗降場所と利用時間、利用人数などを伝えて予約し、

Suica（スイカ）など交通系 ICカードで運賃の支払いを行います。運賃は距離に関係なく、一人一回 500円

となっています。９月末日まで運行されていますので、ご利用になってみてはいかがでしょうか。 

（※現金での支払いは不可、決められた乗降場所以外での乗り降りは不可などの注意点もあります。詳しくは

広報と共に各戸に配られたチラシをご覧ください。チラシは厳美市民センターにもございます。） 

 

編集後記：コロナウイルス感染症はワクチン接種がようやく開始されましたが、まだまだ油断は禁物ですね。

引き続き、マスクや手指消毒、三密を避けるなどの基本的な感染予防対策と「正しく恐れる」ことを心掛け

ながら、免疫力を高める運動も適度に取り入れていきたいと思います。（鈴木） 

 

お知らせ 


